




























































































































































ういった経済の中で、先ほどダショーが言われた、Living better with lessというのは、個人のレ
ベルではできる。たくさんのものを使わないで幸せに生きるということはできる。でもみんながそ
れをやっちゃったら、経済が止まって失業が増えて困るんだよということを産業界の人は言う。こ
の折合いをどうやってつければよいのかということを、わたしはずっと悩んでいて、ダショーはこ
れをどのようにお考えになるか、もしお考えがあれば聞かせていただきたいと思っております。
カルマ・ウラ：
ありがとうございます。今日私たちが見る数字や指標は客観的なもので、貧困や工業成長を示す
ものはすべて、こうしたタイプです。客観的だと思いますし、チェックができますね。でも、この
瓶はいくらと客観的に計算できたとしても、喜びや満足感といった、私にとっての感覚的なインプ
ットというのは、主観的なものです。そして現実は、皆さんもよくご存じのように、結局ここに今
あるものでしかありませんし、それを計測する手段はありません。もちろんMRIなどの計測器があ
るでしょうけれども、MRIの緑色の信号がなんであるかは説明できません。それは幸福ではありま
せん。
私たちは、意識の中、主観的な意識の中というものを、究極的に計測しようとしているのです。
GNHには客観的な尺度と主観的な尺度があります。内側の主観とは、例えば、「梶原教授、どう感
じますか」という具合に梶原先生に教えてもらうしかありません。結局、本人にしか自分の気持ち
は分からないわけですから、私たちは幸福を測るために主観的な指標をたくさん使っています。
GNHの72の指標のうち、60は主観的で質的な情報です。現実として社会は客観的なレベルで前進
していながらも、主観的なレベルで行き詰まっているのです。客観的なレベルで進みながら、主観
的にではなく客観的に足踏み状態であれば、それはそれでいいと私は思うのです。しかし両方が足
踏みだとか、客観的には急成長しているけれど、現実には主観的評価が後退しているような場合に
は、何かが恐ろしく間違っているのであり、それがまさに今日の世界のおおよその姿なのです。
それから先ほど産業界の方と自然派の方との対立があるということについてのご質問に対する短
い答えは、これは時間の問題だと思います。わたくしも含めて、100年先はどうなるかという見通
しを立てられる人はなかなかいません。つまりそれだけの情報を持っていないからです。しかし、
エコロジーの専門家、自然の環境支持者は、非常に長期的な展望に立って物事を主張します。そし
て、その長期的な展望を立てる上でのツールを持っているのです。それに対しまして、みなさんも
よく分かっているとおり、産業界や経済学者というのは短期的に物事を見がちです。その寿命を考
えましても、あと20年あと30年で衰退します。しかし政府、社会というのはもっと長い期間存続し
ていきますので、やはりエコの観点を取り入れて、政策、意思決定をしていかなければならないな
と考えています。例えば気候変動に関しても、「この気候変動においてのすべての間違いの根本は、
マーケットレート、ディスカウントレートの使い方を間違ったから。市場は長期的な評価に適して
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いません。マーケットで出てくる数字を使ったが故に、この気候変動という間違いを犯してしまっ
たのだ」ということを言っている人がいます。だからこそ、研究機関は長期的な展望を持ってリサ
ーチを行い、そして公的な場に長期的な展望を入れて、そのために学識経験者は研究の結果を公的
な場に活用していくという形にしていかなければならないと思っております。
西水美恵子：
カルマ・ウラ先生のお話を伺っていて、どうも先生は政治のリーダーを信頼しすぎではないかと
いうふうに思いました。ブータンではすべてがうまくいっているのでそれも可能なのかも分かりま
せんけれども、いずれにしても測定できないものを測定する上でのリスクがあるということですの
で、従って今の政治家のリーダーを信頼しすぎるというのは危険であると思います。測定できない
もの、幸福量というものは、それを測定しようという際にはリスクがある、危険があるというふう
に考えます。そこでリソースの配分に政府、また政治をつなげていくためにどのようにしたら良い
のかということに関して、今おっしゃったようなことを日本でやろうとしたら、残念ながらあなた
はもはやわたくしの友達でなくなってしまいます。というのは、ブータンの枠組みの中では可能か
も分かりませんが、これを日本でやろうということになりますと難しいからです。ブータンの国王
4世が民主化しなければ、不完全なものを完璧にすることはできないとおっしゃいました。その中
では可能かもわかりません。幸福量というのは測定することのできないものであり、それを測定し
ようということに伴う危険度があると思います。
梶原景昭：
今のご質問の前に枝廣さんがインデックスについて、実に決定的に明解なご説明をしてください
ましたことに御礼を申し上げます。皆さんお分かりになったことでしょう。それからその後でカル
マ・ウラさんが時間について、これはメディアの短さ、長さでもいいんですけれども、その自然の
長さ、企業の短さ、それから政府はその間ぐらいにあるのかもしれませんけど。それについてこれ
も実に明解なことをおっしゃって、今日のお話の中でも、人間の時間の使い方ということが幸福を
はかる指標の重要な一部になっていることも明らかになりました。その後で、西水さんが触れられ
たように政治的指導者のモラルや信頼感をめぐる重要な問題も提起されました。そこで、GNHと
デモクラシーは本当にうまくいくのかということを西水さんにお聞きしたいところです。国民が幸
せということと、デモクラシーというのは本当に共存できるのか。それからもちろんデモクラシー
の中味、意味によるのだと思いますが、マスデモクラシーとハピネスというものが果たしてうまく
いくのか。場合によってはmonarchyのほうが幸せと親和性があるということもあり得るような気
もしないではありません。少し強引な話ではありますけど、デモクラシーとハピネスは決してイコ
ールじゃないということについて、西水さんとダショーに一言ずつ伺えればと思います。
西水美恵子：
質問は、幸福とデモクラシーが両立するかどうかですが、同じことを君主制と幸福が両立するか
どうかとも言い換えられます。正直な答えは「イエス」と「ノー」の両方です。
個人的には、自分が住んでいる国では自分の政治的なリーダーを選ぶ権利を持っていたいと思い
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ますし、わたし自身にそういった権限、権利を委譲されてそういったことを行使できる環境にいた
いと思います。
政治体制がどうであろうと、指導者を選ぶことができないような状況に先生が置かれたことはな
いので、もしかしたらそういったご質門が出たのかなとも思います。
わたくしは23年間、世界銀行で働いている間に、民主主義の名の下に住んでいる人でも、その権
利を、一つも与えられていないという環境、言葉では言い表せないそういった環境にいる人たちに
触れる経験がありました。ブータン型の君主制もいいかもしれませんが、個人的に言いますと、わ
たくしは民主主義の下で生活をしたいと思います。でも大事なのは、自分、もしくは家族、そして
会社、周りの人たちの幸福を追求できるという立場におかれることであり、今現在自分が幸福でな
かったとしても、それを追及できるという状況にある、そういった場に置かれるというのがとって
も大切だと思っています。
梶原景昭：
わたくしの愚かな質問に大変素晴らしいお答えをいただきまして、ありがとうございました。
カルマ・ウラ:
非常に難しい質問です。
民主主義がどうやってブータンで定着していくか等はよく分かりませんので、希望的なことしか
申し上げられません。
付け加えますが、私は世界で主流となっている民主主義にも失望しています。わたくしの中でリ
ーダーに必要な要素は三つあると思います。まず一つ目は知識です。ある程度の知識を持っている
必要がある。これは組織のリーダーであっても、グループでも、村のリーダーであっても同じこと
と思います。世の中のことを一人の人間が知る、全部学ぶというのは無理ですけれども、物質的な
苦しみ、それ以外の精神的なものなどの苦しみに関する特別な知識を持つことは重要だと思います。
次は力、パワーという意味での力ではなくて、ストレングス、強さです。性格的に非常に強い人間
になるべきだと思います。リーダーであれば批判されることもあると思います。ですから精神的に
強くそれに立ち向かえる要素を持っている方がリーダーになるべきだと思います。三点目にリーダ
ーとして大事なものが、情熱です。知識と精神的な強さを持っても、それを使う際に情熱がないと
リーダーとはなり得ないと思います。なので、わたくしが1票を投じる時は、この3つの要素を求め
ます。
民主主義において重要なことの一つに選挙制度が挙げられます。そしてブータンを始め、既存の
選挙制度はどこを見てもよくありません。私が言う選挙制度とは、小選挙区比例代表制であれ、比
例代表であれ、市民の意見を議席に結びつけるためのツールが充分ではないのです。まだ充分では
ないのです。対立や亀裂を生みだすのが現実です。私が民主主義に期待する二点目は、操作されな
い優れたメディアなのですが、産業界や政治、大きな権力を持った人たちが操作するのです。その
ため私たちは常にある種の虚偽の情報を受けているのです。私たちが死ぬ前には、この点が改善さ
れることを期待しています。残念ながら、それにはどれだけ時間がかかるか分かりませんが、メデ
ィアが良くない国もあります。完全に操作されているのです。そして民主主義はすぐに人々の物質
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的欲望をかき立てる可能性を秘めているのです。物質的なもので、あれが欲しいとか、これが欲し
いとか…長期的視野を持つことができないでいるのです。
人々を環境保護家にしないといけません。人々が、自分たちの奥深くにある、正直な気持ちに気
づくこと、目に見えない無形のもの、幸せ、人間関係、平和などに気づかないといけません。メデ
ィアをご覧なさい。物質的なものばかり流しています。しかし、市民にこうした考えを持ってもら
うためには、別の教育が必要です。私は民主主義を信じていますが、多くの条件があります。
民主主義の美しい点は、話し合いができるということです。深いことも、例えば幸福ということ
についても、民主主義の下では自由に話し合いができます。公共の場で、プライベートで、またマ
スコミの場でも話し合いをし、その中から少しずつ改善や変化をもたらしていくことができ、それ
が進歩への道とつながっていきます。ですから小さな観点が生まれると、それが更に広がってくる
という可能性が出てくるわけです。最後の1秒は過ぎたけれど、その1秒後には少しだけ考えを変え
ることができる、少しずつ変わることができる、そのような可能性を民主主義というのははらんで
いると思います。
梶原景昭：
ありがとうございました。
もっとこの議論を続けたいと思いますが、そうもいきません。また、会場からのご質問もお受け
することができず失礼しました。まだまだ伺いたいことがございます。例えば今日のテーマ「アジ
アと幸福」ですから、アジアというのは幸福を追求する場として、これからどのくらい可能性があ
るかということも伺ってみたいです。それからダショーのリーダーシップ論を伺っていると、アシ
ョカ王の統治モデルと繋がる議論もできそうです。幸福についてこうした議論が可能になったとい
うことは、アジアが幸福を探求していく場所として、決して不適切ではないという印象を持ちました。
そして最後に、理想を追求する時に、何か一挙に全部ひっくり返すという追求の仕方もあります
けれども、これはアイザイア・バーリンが言っていますように、不幸を招く、いや流血の惨事すら
招くということも思い出されます。それとは違った、地道で現実的な理想追求という意味での幸福
の探求の方途の可能性について、今日のお話は多くのことを教えてくれたように思います。
どうもありがとうございました。
